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１ は じ め に 

 

ビブルナム‘スノーボール’はヨーロッパ原産の落葉性の低 

木２）であり、手毬状の装飾花が新梢の上部につき、切り枝は花

束などに用いられる。本種は山形県内平坦部において、自然条

件下では5月上旬から中旬にかけて開花する。淡緑色の花色は

他の花材との彩りの調和が美しいため、近年、5 月下旬から 6

月のブライダル向けの需要も増加している。 

そこで、山形県村山地域平坦地と多積雪となる山間地とのリ

レー出荷の可能性を検討した。併せて、山間地では積雪による

枝折れ等の被害が認められるため、樹形と越冬前の処理方法が

切り枝品質と収量に及ぼす影響について検討した。  

 

２ 試 験 方 法 

 

(1)試験1：標高の異なる栽培地における生育と開花 

調査場所として、標高約 800ｍの山間地の西川町大井沢地内

（2002年定植樹;以下、西川町と表記）、標高約300ｍの中間地

の寒河江市慈恩寺地内（2001年定植樹;以下、慈恩寺と表記）、

標高約100ｍの平坦地の農業生産技術試験場内（1997年定植樹;

以下、場内と表記）を選定し、1年次（2005 年12月から2006

年6月調査）は1区10樹、2年次（2006年12から2007年5月

調査）は1区5樹を供試した。供試樹の台付け位置は、それぞ

れの栽培地における慣行法に従って、春期の収穫後に1年次は

西川町と場内では地上高5㎝、慈恩寺では地上高50～60㎝とし、

2年次は西川町では地上高50～60㎝、慈恩寺では地上高60～70

㎝、場内では地上高5㎝として、着花枝を仕立てた後に、雪害

対策を行なわないでそのまま越冬させた。それぞれの栽培地に

おける冬期から春期の最深積雪、損傷枝率、樹の損傷状況、最

終積雪日、萌芽日、開花始日、萌芽から開花始日までの積算温

度を調査した。損傷枝率は着花枝のうち折損，裂損，花芽脱落，

花房肥大不良の認められる枝の割合、萌芽日は頂花蕾の芽鱗先

端から葉が露出し始めた時期、開花始日は着花枝のうち2輪以

上の花房のがく片が 45 度以上展開したものが10％以上となっ

た日、積算温度は日平均気温の積算値とした。 

(2) 試験2：樹形、越冬前の処理方法と切り枝品質、収量 

西川町において、畝幅200cm、株間50cmで2002 年に定植し

た樹を供試した。台付けは、切り枝収穫後の2006年6月5日に、

地上高5㎝（以下、低台付けと表記）と地上高50～60㎝（以下、

高台付けと表記）に分けて行い、着花枝を仕立てた。2006年10

月30日に越冬前の処理を行ない、低台付けを行なって着花枝を

仕立てた樹のベッド両端に約 3ｍ間隔でアンカーを打ち込み、

縄で鉛直方向から両側に約30度誘引した区（以下、低台付け・

斜め誘引区と表記）、高台付けを行なって斜め誘引した区（以

下、高台付け・斜め誘引区と表記）、高台付けを行なって樹の

株元に1樹当たり1本ずつ鉄パイプ支柱を立てた後、上、中、

下部の3箇所を2分縄で円錐状に結束した区（以下、円錐状雪

囲い区）、高台付けを行なって樹をそのまま越冬させた区（以

下、放任区と表記）を設けた。試験規模は1区5樹として、萌

芽日、開花始日、着花枝数、商品枝数、損傷枝数、損傷状況、

作業性を調査した。上位階級枝数は切り枝長70㎝以上かつ花房

数4個以上の枝とした。 

  

３ 試験結果及び考察 

 

（1)試験1：標高の異なる栽培地における生育と開花 

場内では、最深積雪は15～80㎝となり、2か年とも損傷枝率

は低く、萌芽は3月下旬から4月上旬となり、開花は5月上旬

となった（表1）。山間地の西川町では、最深積雪は200～300

㎝となり、2 か年とも損傷枝率は高く、枝折れ等の被害は春期

において着花枝の倒伏、折損、裂損、母枝の断裂、花芽脱落や

花房の肥大不良として認められた。萌芽は自然低温により抑制

され5月上旬から5月中旬となり、開花は5月下旬から6月上

旬となった。慈恩寺では、最深積雪が200㎝となった1年次は

損傷枝率が高く、母枝の断裂・倒伏、着花枝の裂損、花芽脱落

が認められたが、最深積雪が50㎝となった2年次は損傷枝率が

低かった。萌芽は3月中旬から4月中旬となり、開花は5月中
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